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行政改革指針・重点課題 　― 一般会計

法定受託事務の有無 予算区分（款 － 項 － 目）

その他（関係計画、要綱等） 長久手市子ども医療費支給条例 3-1-3 福祉医療費

事業開始の背景、経緯等
子どもの医療費の一部を支給することにより子どもの福祉の増進を図ることを目的とし、昭和４８年４月に愛知県乳児医療制
度の創設に合わせ開始した。

（両者と協働不可の場合はその理由）

医療費を支給する範囲は条例で規定しており、市民・民間事業者との連携協働にそぐわない
ため

①事業内容
（どんな活動を行うのか）

②アウトプット【活動指標】
（活動の結果、どうなるのか）

③中間アウトカム【成果指標】
（対象はどうなるのか）

④最終アウトカム
（市としてどうなるのか）

１８歳年度末までの者（通院につい
ては、中学校卒業までの者）

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
(2019) (2020) (2021) (2022) (2023)

予算 425,615 407,847 430,228 440,836 464,544

決算 425,484 375,978 430,173 440,288 -

人件費(B) 千円 決算 2,338 3,263 3,541 4,027 -

総コスト(C)＝(A＋B) 千円 決算 427,822 379,241 433,714 444,315 -

事業対象の数(D)
（R5年度は想定数）

人 11,212 11,278 11,220 11,173 13,152

対象あたりコスト（C/D)の
過去３年平均値

千円 37 36 37 37

中間アウトカム【成果指標】の数値設定
（事業の意図を反映する指標）

子ども医療費の対象者一人あたりの医療
費支給額

人 39,406 39,406 39,406

（指標の設定根拠） （数値目標の根拠：調査名、調査年など出典）

子どもが医療を受けやすくすることは重要であるが、必要以上の医療を使わないよう
に、案内していくことも重要なため。

子ども一人あたりの医療費支給額が、毎年度同等程度であれば、必
要以上に医療費を使用していないと考えられるため、令和４年度の実
績額を目標額とした。

令和３年４月より、これまで入通院ともに中学校卒業までの者を医療費支給の対象としていたものを、入院について１８歳に
なった最初の年度末までの者で非課税世帯の者の医療費を支給するよう事業を拡大した。

（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

令和５年１月より、入院医療費の支給について、所得制限を廃止し、高校生世代の全ての者を対象に変更した。制度変更に
伴い、令和４年１２月に高校生世代全員に子ども医療費制度の変更について、郵送により周知した。

（改善が必要なこと、改善の方法など）
子ども医療費の支給額が年々増加していることから、少しでも医療費の増加を抑えるため、制度変更の通知に合わせて、ジェネリックの利
用等、医療の適正な利用についての案内を行っているが、制度変更がない時にも、医療の適正な利用を案内するための周知方法等を検討
する。

（事業の成果を高めるための事業の方向性）

子ども医療費の対象となる世帯に対して、子ども医療費制度の説明を行えるのが、医療証の発行時のみとなっているため、費用面などを考
え個別に通知を送る以外の方法で、子ども医療制度について考えてもらえるような方法を検討する。

市民・民間事業者との
連携協働の可能性

両者と協働不可

（
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

）

事
業
フ
ロ
ー

出生等により新規に受給資格
を持った者への子ども医療費
受給者証の発行や内容の説
明。
利用者への医療費の支給や、
適切な医療の受診のための
案内の実施。

子どもたちが安心して学び、
健やかに成長することができ
るまちを目指す。

子ども医療費の支給内容や、
適切な医療受診について理解
する人の増加

子どもの疾病または負傷について
必要な医療を適切に受けられるよ
う医療費を支給することで、子育て
中の親の経済支援並びに子どもの
受診機会の確保に繋げ、子どもの
健全な育成を支援する。

項目 単位 区分

事業費(A) 千円

進
捗
状
況

単位
【現状】

R４年度（2022）年実績
【目標①】

R9年度（2027）年実績
【目標②】

R14年度(2032)年実績

振
り
返
り

事業開始からの経緯など

令和４年度の成果

改善ポイント

今
後

今後の
方向性

基
本
情
報

コ
ス
ト
推
移

【誰を対象に】

【目的】

【今後の目標】

事務事業① 子ども医療費支給事業

活動指標 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

（事務事業の具体的な活動の指標） (2022) (2023) (2024) (2025) (2026)

見込 600 720 750 750 750

実績 1,939

見込 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

実績 1,150

見込

実績

＜備考：活動の概要（R４年度(2022)）＞

令和５年１月に高校生世代の入院について、対象を拡大したため、令和４年度は高校生世代全体に通知を
送った。
また、制度変更については広報により全世帯に向けても周知を行った。

コスト投入 拡充

事務事業②

活動指標 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

（事務事業の具体的な活動の指標） (2022) (2023) (2024) (2025) (2026)

見込

実績

見込

実績

見込

実績

＜備考：活動の概要（R４年度(2022)）＞

コスト投入

事務事業③

活動指標 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

(2022) (2023) (2024) (2025) (2026)

実績

見込

実績

見込

実績

＜備考：活動の概要（R４年度(2022)）＞

コスト投入

単位 区分

(1)

【アクションプラン】
高校生世代の入院費助成について、
対象となる者が変更となったため制度
案内を行う。

人

(2)

【アクションプラン】
出生等により新規に受給資格を持っ
た者への子ども医療費受給者証の発
行や内容の説明。

人

(3)

今後の方向性 改善・見直し

単位 区分

(1) 運営に携わる市民の人数 人

(2)
【アクションプラン（総合計画）の

指定の指標】

(3)

今後の方向性

区分

(1) 運営に携わる市民の人数 人

(2)
【アクションプラン（総合計画）の

指定の指標】

(3)

今後の方向性
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